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    北陸における六条大麦の作付面積は１万 700ha（全国の 55％を占める。）で、前年産同様と

なった。10a当たり収量は 282kgで、各県とも播種期の降雨により湿害が発生し、初期生育が

悪かったため、前年産を 17％下回った。収穫量は３万 200tで、前年産に比べ 6,000ｔ（17％）

減少した（表及び図１、２、６参照）。 

小麦の作付面積は 607haで、前年産に比べ 77ha（15％）増加した。10a当たり収量は 260kg 

で、前年産を４％上回った。収穫量は 1,580t で、前年産に比べ 260ｔ（20％）増加した。 

なお、小麦の作付面積は３年連続、10a当たり収量は４年連続増加している（表及び図３、４参

照）。 

 

 
図２ 六条大麦の 10a当たり収量及び 

収穫量の推移（北陸） 

表  六条大麦と小麦の作付面積及び収穫量（令和６年産） 

図１ 六条大麦の作付面積の推移（北陸） 

北陸の六条大麦の作付面積は前年産と同様、収穫量は前年産に比べ 6,000ｔ減少。 

北陸における六条大麦と小麦の作付面積及び収穫量の

麦類（子実用）の作付面積及び収穫量 

    令和３年産の北陸の４麦計（小麦、二条大麦、六

条大麦及びはだか麦）の作付面積は 9,990haで、前年

産に比べ 250ha(2.6％)増加した。 

 そのうち、全体の 96.7％を占める六条大麦の作付面

積は 9,660haで、前年産に比べ 280ha(3.0％)増加し

た。 

４麦計の収穫量は２万 9,200tで、前年産に比べ

500t(1.7％)増加した。 

そのうち、六条大麦の収穫量は２万 8,500tで、前年

産に比べ 400t(1.4％)増加し、10a当たり収量は 295kg

で前年産並みとなった。 

注： 表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳
の計が一致しない場合がある。 

作付面積
10a当た
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対差 対比 対比 対差 対比 対差 対比 対比 対差 対比

ha kg t ha ％ ％ t ％ ha kg t ha ％ ％ t ％

 北　陸 10,700 282 30,200 0 100 83 △ 6,000 83 607 260 1,580 77 115 104 260 120

 新　潟 165 235 388 0 100 82 △    82 83 186 329 612 22 113 107 108 121

 富　山 3,660 316 11,600 60 102 86 △ 1,600 88 61 203 124 11 122 130 46 159

 石　川 1,850 329 6,090 70 104 92 △   300 95 105 159 167 △   7 94 103 △   7 96

 福　井 5,070 239 12,100 △  70 99 76 △ 4,000 75 255 267 681 51 125 96 114 120

注：１　「△」は負数又は減少したもの。

　　２　統計数値は、桁数により四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下、図１、４、６において同じ。）。
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○ 作付面積及び収穫量の上位５都道府県及び北陸各県の順位（令和６年産） 

 

注： 順位は秘匿措置を講じている都道府県を除いたもの。 

図４ 小麦の 10a当たり収量及び収穫量の推移（北陸） 図３ 小麦の作付面積の推移（北陸） 

【お問合せ先】 北陸農政局 統計部 生産流通消費統計課 

（直通） 076-232-4895 

注： 北陸のはだか麦は秘匿措置のため算出していない。 

図５ 麦種別作付面積構成割合（令和６年産） 
図６ 六条大麦の作付面積割合（全国農業地域別） 

注： 統計数値は桁数により四捨五入しているため、割合の合
計値が 100％とならない。 


